
「拾うから学ぶ」プロジェクト ～地域清掃で育てるキャリアの根っこ～
（受賞者）文化学園大学 ファッション社会学科

優秀賞

活動概要

「ファッション社会学基礎演習」の授業の一環として、大学1年生が

渋谷区内の清掃活動に取り組んでいます。学生が「支えられる側」から

「支える側」へと意識を転換し、社会の課題を自ら見つけて動く力を育

むことを目的としています。活動場所は大学周辺の渋谷区エリアで、年

1回実施し、10年間継続してきました。

参加するのは1年生全員で、数名ごとのチームに分かれ、それぞれ

リーダーや道具準備・ごみ片付けなどの役割を決めて活動します。各

チームはごみの溜まりやすい場所を自ら推理して独自の清掃ルートを設

計し、ごみを分別しながら回収します。

清掃後には気づきを共有する振り返りワークを行うのが特色で、単な

る美化活動にとどまらず、「割れ窓理論」など社会学的な視点を取り入

れ、ごみ拾いを通じて社会参画とキャリア形成を学ぶ、教育と地域貢献

を両立させたプログラムとなっています。



ストーリーと今後の展望

【活動を始めたきっかけ】

大学1年生のキャリアデザイン教育の一環として、学生が「支えられ

る側」から「支える側」へと意識を転換する第一歩を地域の中で経験で

きるよう、大学周辺地域での清掃活動を企画しました。身近な街の課題

に当事者として向き合う場を設けることが出発点となりました。

【受賞について・今後の展望】

このたびの受賞を、学生一人ひとりの活動が認められた成果として大

変嬉しく思います。清掃を通じて社会参画とキャリア形成を学ぶ本活動

を今後も継続していきたいと考えています。渋谷の街の美化と、社会課

題に主体的に取り組む人材の育成に、これからも貢献してまいります。
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